
第３学年 理科学習指導案 
 
平成２４年１１月２２日（木）５校時 
指導学級 ３年２組  
指導者  髙野 洋平 
場 所  第一理科室 

 
１ 単元名 「科学技術と人間」（小単元 いろいろなエネルギー） 
 
２ 単元の目標 
  エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活との関わりについて認
識を深め，自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察
し判断する態度を養う。  

 
３ 評価規準（小単元 いろいろなエネルギー） 
  ＜自然事象への関心・意欲・態度＞ 
   様々なエネルギーとその変換，エネルギー資源に関する事物・現象に進

んで関わり，それらを科学的に探究しようとするとともに，事象を日常生
活との関わりで見ようとする。  

  ＜科学的な思考・表現＞  
   様々なエネルギーとその変換，エネルギー資源に関する事物・現象の中

に問題を見いだし，目的意識をもって観察，実験などを行い，エネルギー
資源の安定な確保と有効利用が大切であることなどについて自らの考えを
導いたりまとめたりして表現できる。  

  ＜観察・実験の技能＞  
   様々なエネルギーとその変換，エネルギー資源に関する観察，実験など

の計画的な実施，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。  
  ＜自然事象についての知識・理解＞  
   様々な形態のエネルギーが相互に変換されることを理解し，エネルギー

資源の有効な利用が大切であることを認識している。  
 
４ 指導にあたって 
（１）単元観 
   東日本大震災により，日本は未曾有の被害を経験することになった。津

波による多数の犠牲者が出たこともさることながら，日本だけでなく世界
の最大の不安要素となったのが福島第一原子力発電所の事故である。エネ
ルギー資源の乏しい日本にとって原子力エネルギーはこれまで欠かせない
存在であった。しかし，今回の事故を受け，日本はエネルギー施策を大幅
に見直していかなければならない事態となった。本単元では連日のように
ニュースでも取り上げられている日本が抱えるエネルギー問題について，
電気を中心に考えさせるのに適切である。普段何気なく使っている電気が
どのように発電され，自分たちの元へ届けられているのかを理解するだけ
ではなく，また，それぞれの発電方法のメリット・デメリットなどをこれ
まで学習してきたエネルギーに関する知識と関連付けて考えていくことで，
より深く理解することができる。  

   この単元に関わる学習として，第２学年では，「電気がエネルギーを持つ
こと」や「化学変化には熱の出入りが伴うこと」を学習している。第３学
年では，「運動エネルギーと位置エネルギーが相互に移り変わること」や「化
学エネルギーが電気エネルギーに変換されること」について学習している。 

   この単元は，これまで学習してきた物質とエネルギーについてのまとめ
の単元である。エネルギー資源をいかに効率良く用いるか，また，自然環
境に配慮したエネルギー資源の利用について多面的な見方ができるように
考えさせることがねらいである。  
はじめに，エネルギーの変換や保存に関する観察・実験を行い，その結

果や日常生活でのエネルギー利用を関連付け，効率良くエネルギーを利用
する方法について知る。また，現在利用されているエネルギー資源の現状
や新しい技術を知り，様々な発電方法について長所や短所を見いださせた
い。  



また，この電気エネルギーを利用して，科学技術がどのように発展し，
人々の生活をより便利なものにしてきたかを考えさせていきたい。具体的
には情報通信技術，動力源や交通技術，物質資源の利用などの分野で科学
技術がどのように貢献し，その発展を支えてきたのかを，先人の科学者た
ちの功績なども紹介しながら学ばせたい。  

    
（２）生徒観 
   

 
 

      
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

 
 

 
 

 
 
 

 



 
 

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
 
      

 
 
   
      
      
      
      
 

 
 
 
   
      
      
      
      
      
      
      
 

  

 
 
 
    
     

 
     

 
      
 

 
 
 
 



 
    
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
 

   

 
 
    
      

 
     

 
 
（３）指導観 
    本単元に関するこれまでの学習として，  
   ① 電気がエネルギーをもつこと，化学変化には熱の出入りが伴うこと。

（第２学年）  
   ② 運動エネルギーと位置エネルギーが相互に移り変わること，化学エ

ネルギーが電気エネルギーに変換されること。（第３学年）  
について学習している。これらの学習を受けて，普段自分たちが何気な
く使っている電気もエネルギー変換によって作られていることにつなげ
たい。  
また，生徒へ行ったアンケート調査より，意欲的でない生徒たちに対

しては「分かった」と感じる場面や自然や科学に対して自ら考えさせる
場面を増やし，意欲の向上を図っていきたい。具体的には，生徒に考え
させるために，自分の意見を他の生徒に説明させる活動を通し，自分が
考えなければどうしようもない場面を意図的につくる。〔発案〕→〔思考
の整理〕→〔説明〕という順序を踏むことで，理解を深めさせたい。  
本単元の学習を通して，発電について興味を持って調べるとともに，

日本の発電割合について確かな知識を身に付けさせたい。併せて，新し
い発電方法についても触れ，知識を広げていきたい。  
 今回授業を行う３年２組は，話し合い活動を活発に行えるクラスであ
る。話し合い活動を好む生徒がいるというアンケートの結果を踏まえ，
自分の意見をまとめ，友人の意見をしっかり聴くことが必要なポスター
発表という授業形式が有効に働くものと考えている。  

 
５ 研究主題との関連 
○ 研究テーマ「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み」  

－関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫－  
  本教科では生徒同士の関わり合う活動を，学習内容を深める際に取り入れ，
難しい問題にも積極的に取り組む姿勢を育てていきたいと考える。そこで，
本題材でも基本的な知識や技能の学習では一斉で行い，その知識を生かして
取り組む際に少人数のグループとすることによって，発言しやすい環境をつ
くりたい。学級では，積極的に発言する生徒が決まっているので，発言する
機会を多く設けることにより，自信を持たせたい。  

 



６ 指導計画  本時（８／９時間） 
時
間  

学習目標  指導内容  関わり合う活動  関  思  技  知  

１  

・生活の中のエネ
ルギーの移り変
わり  

① こ れ ま で に 学 ん だ

エ ネ ル ギ ー に つ い て

復習し，他にどんなエ

ネ ル ギ ー が あ る の か

考える。  

② ど の よ う に そ れ ぞ

れ の エ ネ ル ギ ー が 移

り 変 わ っ て い く の か

説明できる。  

・エネルギーは他
の エ ネ ル ギ ー
に 移 り 変 わ る
こ と が で き る
と説明する。  

 
 

・どんなエネルギ
ー が あ る の か
グ ル ー プ ご と
に話し合う。  

①  ①   ①  

２  

・ 熱 の 伝 わ り 方
（実験）  
① 熱 に は い ろ い ろ な

伝 わ り 方 が あ る こ と

を知る。  

② エ ネ ル ギ ー が 変 換

さ れ る と き に 出 て く

る 熱 エ ネ ル ギ ー が 生

活 に 利 用 で き る か ど

うかを考える。  

・３つの熱の伝わ
り 方 を 説 明 す
る。  

・「伝導」，「対流」，
「放射」の演示
実験を行う。  

・エネルギー変換
の 際 に 発 生 す
る 熱 エ ネ ル ギ
ー を 生 活 に 利
用 す る に は ど
う し た ら 良 い
か，科学的根拠
と 合 わ せ て 説
明する。  

・熱の伝わり方に
ついて，グルー
プごとに予想す
る。  

・エネルギーが変
換されるときに
出てくる熱エネ
ルギーについて
どのように利用
できるか話し合
う。  

 ①   ②  

３  

・エネルギーの保
存 の 法 則 に 関 す
る実験  
① エ ネ ル ギ ー 変 換 の

と き の エ ネ ル ギ ー 量

の 変 化 に つ い て 関 心

をもって調べる。  

② 自 分 で 回 路 を つ く

り，手回し発電機を使

っ て 実 験 を 進 め る こ

とができる。  

③ 効 率 よ く 発 電 す る

に は ど う し た ら 良 い

のか考える。  

・エネルギーの移
り 変 わ り に つ
いて，手回し発
電 機 を 用 い た
実 験 を す る 。
（ グ ル ー プ ご
と）  

実 験 ① 運 動 エ ネ
ル ギ ー か
ら 電 気 エ
ネ ル ギ ー
へ の 変 換
実験  

実 験 ② 位 置 エ ネ
ル ギ ー か
ら 電 気 エ
ネ ル ギ ー
へ の 変 換
実験  

・グループごとに
実験の準備や後
片付けを協力し
て行う。  

・協力して実験を
進める。  

・効率よく発電す
るにはどうした
ら良いのか話し
合う。  ①  ②  

①  
②  

 



４ 

・エネルギーの保
存  
① エ ネ ル ギ ー の 減 少

を 少 な く す る た め の

対策について，自分の

考 え た 方 法 を 説 明 で

きる。  

② エ ネ ル ギ ー 全 体 の

量が，エネルギーの移

り 変 わ り の 前 後 で 一

定 に 保 た れ る こ と を

説明できる。  

・エネルギー変換
時 の エ ネ ル ギ
ー の 保 存 と エ
ネ ル ギ ー の 損
失 に つ い て 説
明する。  

・効率良く発電す
る に は ど う し
た ら 良 い の か
発表し，意見を
まとめる。  

 ②   ③  

５ 

・エネルギー資源
の利用  
・発電について  
① エ ネ ル ギ ー を 安 定

供 給 す る こ と が 容 易

ではないことを知る。  

② 電 気 エ ネ ル ギ ー が

利用しやすく，しかも

最 も 身 近 な エ ネ ル ギ

ーであることを知る。  

・どのように電気
エ ネ ル ギ ー を
供 給 し て い る
の か を 説 明 す
る。  

・発電方法にはど
の よ う な も の
が あ る の か 話
し合う。  

    

６ 

・ポスター発表と
は  
・ 発 表 に 向 け て
（準備）  
① ポ ス タ ー 発 表 に 向

け て 興 味 を も っ て 取

り組む。  

② ポ ス タ ー 発 表 の し

かたについて知る。  

・ポスター発表の
仕 方 を 説 明 す
る。  

・発表に向けて，
ど ん な 質 問 が
出 る の か を 予
想 し な が ら グ
ル ー プ ご と に
下 調 べ を さ せ
る。（コンピュ
ーター室，図書
室を利用）  

・グループごとに
発 表 す る 発 電
方 法 に つ い て
情報を集める。 

②     

７ 
・発表準備  
① 発 電 方 法 に つ い て

興味をもつ。  

② グ ル ー プ ご と の ポ

ス タ ー セ ッ シ ョ ン に

よって，発電のしくみ

やメリット・デメリッ

ト に つ い て の 知 識 を

身に付ける。  

・グループごとに
調 べ た 内 容 を
１ 枚 の ポ ス タ
ー に ま と め さ
せる。  

・発表の練習をさ
せる。  

・前時に集めた情
報 を 人 に わ か
り や す く 説 明
で き る よ う に
ポ ス タ ー に ま
とめる。  

③    ④  

８
（
本
時
） 

・発電に関する発
表会  
① 複 数 の 発 電 方 法 が

必 要 で あ る こ と を エ

ネ ル ギ ー 資 源 や 発 電

方 法 と 関 連 付 け て 説

明できる。  

② 日 本 の 将 来 を 支 え

て い く 発 電 方 法 に つ

いて考え，発表するこ

とができる。  

・担当する発電に
つ い て ポ ス タ
ー 発 表 を さ せ
る。  

・他のグループの
発表を聴き，概
要 を ま と め さ
せる。  

 

・他のグループの
ポ ス タ ー 発 表
を聴き，要点を
まとめる。  

・疑問に思うこと
を質問する。   ③   ④  



９ 

・ 放 射 線 の 性 質
（実験）  
① 放 射 線 の 性 質 や 利

用 方 法 に つ い て 説 明

できる。  

・放射線について
説明する。  

・霧箱を使って放
射 線 を 調 べ さ
せる。  

・放射線の利用方
法 に つ い て 話
し合う。    ③  ⑤  

 
７ 観点別評価規準 

自然事象への  
関心・意欲・態度  

科学的な  
思考・表現  

実験・観察の技能  
自然事象についての  

知識・理解  

①エネルギーの移り変

わりについて，関心を

持って調べることが

できる。  

②各発電方法について

関心をもって調べる

ことができる。  

③再生可能なエネルギ

ー資源について関心

をもって調べている。 

①エネルギー変換の

際に発生する熱エ

ネルギーを有効利

用する方法につい

て説明できる。  

②電気エネルギーの

供 給 方 法 に つ い

て，エネルギー資

源や発電方法と関

連づけて説明する

ことができる。  

③日本の将来を支え

る発電方法につい

て考え，発表する

ことができる。  

①手回し発電機を使っ

てエネルギーの変換

を調べる回路をつく

り，発電効率を求め

ることができる。  

②回路につなぐ電球の

数や発電機の数を変

えて，実験装置を組

み立てることができ

る。  

③放射線について調べ

ることができる。  

①エネルギーが他のエネ

ルギーに移り変わるこ

とができることを説明

できる。  

②３つの熱の伝わり方を

説明できる。  

③エネルギーの保存につ

いて説明することがで

きる。  

④各発電方法のしくみや

長所・短所について説

明できる。  

⑤放射線について説明す

ることができる。  

 
８ 本時の指導 
（１）本時の目標 
  ① グループごとのポスターセッションによって，発電のしくみや長所・

短所などについての知識を身に付ける。【知識・理解】  
  ② 調べた発電について発表し，他グループの発表を参考に日本の３０年

後を支える発電方法について自分なりに考え，人に説明することができ
る。【思考・表現】  

 
（２）指導にあたって 
  ３年の理科の中では，生命の連続性の単元で，「有性生殖と無性生殖どちら
が有利か」や「クローン技術について考える」などの話し合い活動を行って
きた。具体的にはグループごとに話し合って，意見をまとめる活動やディベ
ート形式の話し合いである。今回は学会では当たり前のものとなっているポ
スターセッションを通して，発電に関する知識を高め，エネルギーと関連付
けて自分の意見を述べることができるようになることをねらいとしている。  

  今回は４人１組として，代表者が発表する（３人のグループは２回発表す
る生徒が１名）。自分の調べた発電方法以外のものから３つ程度説明を聞き，
ワークシートにまとめる。発表を聞く場合，疑問点などを進んで質問する。
発表者側は，理想的にはどんな質問にも対応できるように下調べを協力して
進めておく。グループの数は８～９グループ（①火力発電，②原子力発電，
③水力発電，④太陽光発電，⑤風力発電，⑥地熱発電，⑦バイオマス発電，
⑧燃料電池，⑨波力発電，⑩潮力発電）とし，すべてのグループはそれぞれ
別々の発電方法について調べることとする。  

  下調べの資料として，学校図書館にある電気・エネルギーの本や科学雑誌
ニュートンなどを使用したり，インターネットを使用し，企業のホームペー
ジ等を利用したりして，情報を集めさせる。  
ポスターにまとめる際には，発表を聴いている生徒に対し，自分たちが担

当する発電方法が３０年後の日本では一番有効であると PR させたい。また，
質問に答えられないものについては，分からないと答えることも大切にした
い。  

 
 
 



（３）本時と校内研究との関わり 
  関わり合う活動として，本時ではポスター発表という形式を取り入れた指
導過程とした。「人の話をしっかりと聴き，疑問に思ったことは質問する」と
いう過程は「教師対生徒」で行われがちであった。今回は「生徒対生徒」で
行う。このねらいは，人に説明するためには基礎・基本の知識を身に付ける
ことが必要不可欠になることである。  
本時では１人１回必ず発表しなければならないようにし，責任をもたせた。

聴く側としても，グループに戻り，情報を共有するために，説明をしっかり
と聴かなければならないように工夫した。  
つまり，前時の準備段階ではグループで協力してポスターにまとめる活動，

本時ではまとめた内容を人に説明する活動を通して，学習意欲を高めるとと
もに基礎・基本の定着を目指す。一見ポスターセッションというと発展的な
内容にとらえられがちではあるが，「共同して調べること」や「人にわかりや
すく説明すること」を通して意欲的に基礎・基本の学力の定着を図っていき
たい。  

 
（４）指導過程 
段

階 
学習内容 

予想される 

生徒の反応 
指導上の留意点 

評価 

（観点と方法） 

導

入 

5
分 

 
○ 本 時 の学 習 内
容を知らせる。
（ ワ ー ク シ ー
ト配布） 

・自分たちのグル
ー プ の 発 電 方
法について，要
点をまとめる。 

 
○ グ ル ープ ご と
に ポ ス タ ー セ
ッ シ ョ ン の 準
備を行う。 

 
・本時の学習内容

について知る。 
 
 
 
・ ポ ス タ ー を 貼
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・これから発表す

るにあたり，自
分 た ち の グ ル
ー プ の 発 電 方
法 に つ い て 要
点 を ま と め て
から，発表に臨
む よ う に 助 言
する。 

 

 

展

開 

35
分 

 
○ グ ル ープ ご と
に ポ ス タ ー を
見学し，疑問点
な ど を 質 問 す
る。発表者側は
質問について，
質 問 者 に わ か
る よ う に 説 明
する。（２５分
を目安に） 

 
（残り１０分で） 
○ ポ ス ター セ ッ
シ ョ ン を 通 し
て 分 か っ た こ
と を グ ル ー プ
ご と に ま と め
る。 

 
・発表は交代で行

う。４人で５分
ご と に 交 代 す
る。（２分説明
＋３分質疑） 

・１人あたり３つ
ずつ，他のグル
ー プ の 発 表 を
聴き，ワークシ
ー ト に ま と め
る。 

 
・グループにもど

り，自分が聴い
て き た 発 電 方
法 に つ い て 情
報を交換する。 

 
 
 
 

 
・どこにポスター

を貼るのか，あ
ら か じ め 指 定
しておく。 

・ポスターを貼る
た め の パ ネ ル
を 事 前 に 用 意
しておく。 

・時間をベルで知
らせる。 

 

・発電方法のメリ

ット・デメリッ

ト な ど に つ い

て 説 明 す る こ

と が で き る 。

（思考・表現）

→机間巡視，ワ

ークシート  

・エネルギーをど

の よ う に 変 換

して，電気を取

り 出 し て い る

のか知る。（知

識・理解）→ワ

ークシート  

いろいろな発電について知ろう！  



ま

と

め 

10
分 

 
 
 
○ そ れ ぞれ の 発
電 の 発 表 を 聞
いて，自分が３
０ 年 後 の 日 本
に 適 す る と 考
え る 発 電 に つ
い て グ ル ー プ
で話し合う。い
く つ か の グ ル
ー プ は 全 体 で
話 し 合 っ た 内
容を発表する。 

○ ワ ー クシ ー ト
にまとめる。評
価を記入する。 

  
・代表で１～２グ

ル ー プ に 話 し
合 っ た 内 容 を
発表させる。 

 

・発電方法のメリ

ット・デメリッ

ト な ど に つ い

て 説 明 す る こ

と が で き る 。

（思考・表現）

→机間巡視，ワ

ークシート  

 
（５）評価 
  ① グループごとのポスターセッションによって，発電のしくみや長所・

短所などについての知識が身に付いたか。【知識・理解】  
  ② 調べた発電について発表し，他グループの発表を参考に日本の３０年

後を支える発電方法について自分なりに考え，人に説明することができ
たか。【思考・表現】  

評価の観点  十分満足できる
（A）  

おおむね満足できる
（B）  

C に対する支援  

知識・理解  ・ワークシートに
グループで聞い
てきた内容を自
分なりに工夫し
て ま と め て い
る。  

・自分の聞いた他グ
ループの発表につ
い て ま と め て い
る。  

・グループ内で友人
から記入内容を教
え て も ら い な が
ら，ワークシート
に記入するように
促す。  

思考・表現  ・日本の３０年後
を支える発電方
法 に つ い て 考
え，分かりやす
くグループ内で
説明することが
できた。  

・自分の担当した発
電方法の発表がで
きた。  

・ポスターの内容を
他の生徒に見せな
がら発表するよう
に促す。  

・質問の受け答えの
仕方についてサポ
ートする。  

 
（６）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
11/22 いろいろな発電について知ろう  

 

ポスターセッションのやり方  

（１）時間・・・１人５分（２分発表，３分質疑。順番はグループごと。）  

（２）聴く発表・・・１人３つ（グループですべて聴けるように分ける。）  

（３）記録・・・ワークシートに記入する。  

※２５分後，着席。他のメンバーと聞いた内容をシェアする。  

 

日本の３０年後を支える発電は？  



（７）準備物 
・ワークシート（別紙参照）：教師  
・模造紙（ポスター）：生徒  
・画びょう：教師  
・長机（４）：教師  

 
 
 
（８）会場図 
 
  

教 
 

卓 

出 入 口

①  

出 入 口

②  

①  

②  
③  ④  

⑤  

⑥  

⑧  ⑦  



（別紙）ワークシート  

 

いろいろな発電について知ろう！  
 

３年     組   番 氏名            
 

☆ 発表を聴いた発電についてキーワードを記録しよう。（１）  
 
○ 発電名・・・  
 
○  発電の概要  

１ しくみ  ２ 長所  ３ 短所  ４ 発電の未来  

 
 
 

   

 
 
 
 
 
☆ 発表を聴いた発電についてキーワードを記録しよう。（２）  
 
○ 発電名・・・  
 
○  発電の概要  

１ しくみ  ２ 長所  ３ 短所  ４ 発電の未来  

 
 
 

   

 
 
 
 
 
☆ 発表を聴いた発電についてキーワードを記録しよう。（３）  
 
○ 発電名・・・  
 
○  発電の概要  

１ しくみ  ２ 長所  ３ 短所  ４ 発電の未来  

 
 
 

   

 
 
 
 
 

＜その他，発表の仕方で良かった点・悪かった点，感じたことなど＞  

 

＜その他，発表の仕方で良かった点・悪かった点，感じたことなど＞  

＜その他，発表の仕方で良かった点・悪かった点，感じたことなど＞  



☆ 自分が聴いたもの以外の発表について記録しよう。  
（科学的な根拠をもとに書くこと。）  

発電名  発電の未来はいかに？！  

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
☆ ３０年後，日本を支えていく発電は・・・  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 授業の振り返り（自己評価）  

 
（１）自分の発表はうまくいきましたか。  （  A  B  C  D  ）  
 
（２）発表を聴いて，わからないところをしっかりと質問できましたか。  

 （  A  B  C  D  ）  
 
（３）３０年後の日本を支えていく発電方法について，自分の考えをもち，説

明することができましたか。  
（  A  B  C  D  ）  

 
（４）授業の感想を記入してください。  
 

＜理由＞なぜ，あなたはそのように考えましたか。理由を教えてください。  


